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都道府県別の肥満者割合と社会経済格差について
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目的　肥満者の割合はわが国のみならず世界各国でも上昇を続けており，健康問題としてその実態
解明と対策には多くの研究と実践が進んでいる。肥満は，生物学的にはカロリーの過剰摂取，
運動量の低下などがその要因に挙げられており，多くの研究ではそれらの対策に焦点が当てら
れてきた。しかしながら，疾病を取り巻く各種の社会経済状態，特に格差について，海外では
研究テーマとして盛んに取り上げられているものの，わが国における研究，報告は少ない。本
研究では47都道府県の資料をもとに，地域の肥満者割合が，社会経済状態を示す各指標により
いかに説明されるものか検討したものである。

方法　都道府県の肥満者の割合を従属変数，ジニ係数，高等学校卒業者の大学等進学率， 1人当た
り県民所得，老年人口割合，65歳平均余命，完全失業率， 1日の歩数，保有自家用車数を独立
変数として分析，重回帰分析（変数増減法）を行った。

結果　重回帰分析の結果，男性では完全失業率（β，0.561，ｐ＜0.001），保有自家用車数（β，
0.350，ｐ＜0.001），女性では大学等進学率（β，－0.507，ｐ＜0.001），ジニ係数（β，0.310，
ｐ＜0.01），保有自家用車数（β，0.243，ｐ＜0.05）などが有意な関連を認めた。

結論　都道府県の肥満者割合とその地域差を規定する因子として経済格差，学歴格差が重要な役割
を演じている可能性を示唆する結果であった。肥満を格差とその社会環境からとらえることが，
予防対策を推進させるにあたりますます重要となるであろう。

キーワード　体格指数，肥満者割合，経済格差，学歴格差，ジニ係数

Ⅰ　緒　　　言

　わが国のみならず世界的に肥満者の割合は上
昇を続けており，その実態と対策には多くの労
力が払われてきている1）-7）。肥満は，生物学的に
はカロリーの不規則かつ過剰な摂取，自家用車
の普及などによる運動量の低下などが主たる要
因に挙げられてきた。栄養学的には，食生活習
慣を中心に研究され8）-10），また朝食の問題も指
摘され11）12），その対策として食育などの施策が
立てられてきた13）。一方，欧米では，社会経済
状態と死亡率の関係が注目され14），Sabanayagam，

Wilkinsonらの研究から経済格差と死亡率の関
係を見いだすにいたっている15）16）。さらに，肥
満と社会経済状態の研究の中から経済格差との
関係についての検討がすすみ，2000年代には，
Pickett and Wilkinson17），Novak18）らが肥満者
割合と経済格差の間に有意な関連を見いだして
いる。しかしながら，わが国では，都道府県別
の肥満者割合のデータがこれまで入手困難であ
り，社会的要因からの肥満研究，特に社会また
は経済の格差との関係について検討した報告は
みられない。本研究では，47都道府県について
の資料をもとに，成人の肥満者の割合が，それ
ぞれの地域の社会環境によりいかに説明される
ものか，ジニ係数などの経済格差の概念を含め
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て検討したものである。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　都道府県別社会経済データの収集
　47都道府県の肥満者の割合，各種社会経済
データは，それぞれの行政資料を参考にした。
①肥満者の割合，平成20（2008）年度食育白書
（男；20～69歳，女；40～69歳）年齢調整，②
地域別年間収入のジニ係数（全世帯），総務省
「全国消費実態調査」平成16（2004）年，③高
等学校卒業者の大学等進学率，文部科学省，
「学校基本調査」平成14（2002）年，④ 1人当
たり県民所得，内閣府「県民経済調査」平成18
（2006）年，⑤老年人口割合，総務省「社会生
活統計指標」平成20（2008）年，⑥65歳平均余
命，厚生労働省「都道府県別生命表」平成17
（2005）年（男女別），⑦完全失業率，総務省
「国勢調査」，平成17（2005）年（男女別），⑧
1日の歩数，総務省「食育白書」平成20（2008），
平成19年度厚生労働科学研究「都道府県等の生
活習慣病リスク因子の格差及び経年モニタリン
グ手法に関する検討」（男女別），⑨保有自家用
車数（千人当たり），総務省統計局，「社会生活
統計指標」平成17（2005）年

（ 2）　統計学的分析
　基本統計量の分析，回帰分析，重回帰分析に
は統計パッケージSPSS15.0, Windows 版を用

いた。ｐ値が0.05以下を有意差ありとした。統
計解析は男女別に行い，その際，肥満者の割合，
65歳平均余命，完全失業率， 1日の歩数などは
男女別のデータを使用した。肥満の定義は，
BMI（㎏/㎡）25以上とした。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　47都道府県の肥満者割合と地域格差
　47都道府県の人口は，2007年人口推計では
127,771（千人），47都道府県別でみると，最大
は東京都の12,758（千人）であり，最小は鳥取
県の600（千人）であった。成人では肥満者の
割合は，男女とも沖縄県が第 1位であり，高い
地域では40％前後，低い地域では20％未満と，
地域格差は男性では27.1ポイント，女性では
23.6ポイントと男女とも20ポイントを超えてい
た（表 1）。
　次に社会経済統計の基本資料を表 2に示した。
ジニ係数は，最大0.35，最小0.27，完全失業率
は男性で5.0％から14.0％，女性では3.3％から
9.3％と男女とも開きがあった。

（ 2）　各指標間の関連性
　表 3，表 4に，47都道府県における順位相関
行列を示した。肥満者割合との相関関係をみる
と，男性では，ジニ係数（ｒ，0.291，ｐ＜
0.05），大学等進学率（ｒ，－0.323，ｐ＜0.05），
県民所得（ｒ，－0.330，ｐ＜0.05），完全失業

表 1　肥満者割合と地域格差

順位
肥満者割合（％）

男 女

1 沖　縄 (46.7) 沖　縄 (39.4)
2 岩　手 (41.2) 福　島 (38.2)
3 宮　崎 (37.8) 秋　田 (37.9)
4 北海道 (37.5) 岩　手 (37.2)
5 茨　城 (36.9) 宮　城 (35.5)

… … …

45 大　阪 (24.2) 奈　良 (19.3)
46 長　崎 (22.1) 静　岡 (18.4)
47 島　根 (19.6) 石　川 (15.8)

地域格差
（ポイント） 27.1 23.6

表 2　各種社会経済因子の基本統計量
平均値 標準偏差 最小値 最大値

ジニ係数 0.3 0.01 0.27 0.35
高卒の大学等進学率（％） 43.2 6.4 30.2 53.6
県民所得（万円/会計年度） 277 46 209 482
老年人口割合（％） 23.6 2.6 17.2 28.6
65歳平均余命（年）
　　　男 18.3 0.4 17.0 19.2
　　　女 23.5 0.4 22.8 24.9
完全失業率　（％）
　　　男 6.80 1.58 5.0 14.0
　　　女 4.80 1.09 3.3 9.3
１日の歩数（歩数/日）
　　　男 7 238 578 6 173 8 372
　　　女 6 641 454 5 215 7 777
保有自家用車数（台数/人口千人当たり） 696 107 369 854

注　47都道府県の集計結果
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率（ｒ，0.493，ｐ＜0.01）， 1日の歩数（ｒ，
－0.256，ｐ＜0.05）であった。女性では，ジ
ニ係数（ｒ，0.356，ｐ＜0.01），大学等進学率
（ｒ，－0.638，ｐ＜0.01），県民所得（ｒ，－0.453，
ｐ＜0.01），老年人口割合（ｒ，0.248，ｐ＜0.05），
完全失業率（ｒ，0.307，ｐ＜0.05），保有自家
用車数（ｒ，0.312，ｐ＜0.05）であった。

（ 3）　重回帰分析による関連要因の解析
　肥満者割合を従属変数， 8種の社会経済状態
を独立変数とする重回帰分析を行った。決定係
数は，男性では0.360，女性では0.475であった。
男女別にみると，男性では完全失業率（β，
0.561，ｐ＜0.001）と保有自家用車数（β，
0.350，ｐ＜0.001）が有意に肥満者割合を増加
させているのに対し，女性では大学等進学率
（β，－0.507，ｐ＜0.001）が有意に肥満者割
合を減らし，また，ジニ係数（β，0.310，ｐ
＜0.01）と保有自家用車数（β，0.243，ｐ＜
0.05）などが有意に肥満者割合を増加させてい
た。しかし，県民所得や 1日の歩数などは，男
女とも有意ではなかった（表 5）。

Ⅳ　考　　　察

　肥満は第二次大戦後から半世紀にわたり，わ
が国のみならず先進諸国でもその割合は増加し
ている1）-7）。2007年（平成19年）の国民健康・
栄養調査によると，20歳以上の日本人における
BMI25以上の肥満者の割合は，男性30.4％，女
性が20.2％であった1）。最近の傾向では男性の
増加が著しく，女性は60歳代まで上昇を続け，
若年世代ではやせが多いため，全体のBMIの変

表 3　47都道府県における順位相関行列（男，ｎ＝47）
肥満者割合 ジニ係数 大学等進学率 県民所得 老年人口割合 65歳平均余命 完全失業率 1日の歩数 保有自家用車数

肥満者割合  1.000
ジニ係数  0.291*  1.000
大学等進学率 -0.323* -0.204  1.000
県民所得 -0.330* -0.094  0.664**  1.000
老年人口割合 -0.098 -0.136 -0.327 -0.509**  1.000
65歳平均余命  0.102 -0.013  0.232  0.133 -0.221  1.000
完全失業率  0.493**  0.558** -0.439** -0.453** -0.122 -0.145  1.000
１日の歩数 -0.256*  0.073  0.359  0.541** -0.600**  1.880 -0.235  1.000
保有自家用車数  0.240 -0.234 -0.279 -0.424**  0.480** -0.024 -0.196 -0.487**  1.000

注　*p<0.05, **p<0.01

表 4　47都道府県における順位相関行列（女，ｎ＝47）
肥満者割合 ジニ係数 大学等進学率 県民所得 老年人口割合 65歳平均余命 完全失業率 １日の歩数 保有自家用車数

肥満者割合  1.000
ジニ係数  0.356**  1.000
大学等進学率 -0.638** -0.204  1.000
県民所得 -0.453** -0.094  0.664**  1.000
老年人口割合  0.248* -0.136 -0.327* -0.509**  1.000
65歳平均余命 -0.002  0.145 -0.141 -0.295*  0.097  1.000
完全失業率  0.307*  0.540** -0.349** -0.298* -0.338*  0.050  1.000
１日の歩数 -0.227  0.172  0.267*  0.291* -0.392**  0.093  0.156  1.000
保有自家用車数  0.312* -0.234 -0.279* -0.424**  0.480**  0.155 -0.373** -0.423**  1.000

注　*p<0.05, **p<0.01

表 5　肥満者割合を従属変数とするステップワイズ
　　　回帰分析（ｎ＝47） 　　　　　　　　　　　

対象 独立変数 標準回帰
係数β ｔ 有意確率

成人男性

完全失業率 0.561 4.565 0.000
保有自家用
車数 0.350 2.847 0.007

決定係数　R2=0.360

成人女性 

大学等進学
率 -0.507 -4.365 0.000
ジニ係数 0.310 2.699 0.010
保有自家用
車数 0.243 2.079 0.044

決定係数　R2=0.475
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は女性においてのみ有意な結果がみられた。こ
のように，各報告の結果には相違がみられてお
り，対象者の年齢性別，人種などの条件のほか
肥満の定義，測定方法についてもさらなる検討
が必要と思われる。Brunnerは，格差とストレ
スの関係について論じており，ストレス解消の
ための間食などの頻度についても，男女差があ
るものか今後の検討が待たれる20）。
　一方，わが国の研究状況を知るべく，医学中
央雑誌の検索システムを用いたところ，平成22
年 4 月 1 日時点で「所得格差and肥満」では，
条件に合致する学術論文はみられなかった。本
研究では47都道府県別のデータを用い，肥満者
割合を従属変数， 8種の社会経済状態を独立変
数とする重回帰分析の結果，男女とも保有自家
用車数が，また男性では就労の問題が，女性で
は学歴と経済格差が有意な影響を与えていた。
その他の因子，とくに県民所得， 1日の歩数が
有意な関連として採用されなかったことは，就
労，学歴，所得の格差などが地域における肥満
者の増加にとってより重要な基盤となっている
ことを示唆している。
　従属変数として用いた都道府県別の肥満者割
合については，これまで全国レベルの報告はみ
られなかった。平成20年度食育白書に公表され
た資料を採用した。これは，2001～2005年に実
施された国民健康・栄養調査結果を集計したも
のであり，男女別に年齢調整した数値である21）。
国民健康・栄養調査は，無作為抽出法によって
おり，人口の少ない地域ではサンプリング数が
少なくなるなどの問題がある。本研究で用いた
データは，複数年にわたる結果を集計したもの
であるが，平均値の信頼区間の幅が広がる傾向
があると資料には説明されている。
　OECDデータによれば，世界的に経済格差は
広がる傾向にあり，日本では0.321と，米国
0.381，英国0.335よりは低いものの，ドイツ
0.298，フランス0.281，さらに東欧のフィンラ
ンド0.269よりも高い位置にある22）。経済格差
が広がりつつある現在，肥満との相関が今後い
かなる経過をたどるか，引き続き注視すべき点
である。

化は横ばいとなっている2）。また，2004年の米
国データではBMI30以上の肥満者の割合は，男
女とも30％を超えている3）。欧州でも同様の傾
向を認めている4）。
　健康づくり施策である「健康日本21」では，
「適正体重の維持」が重要課題の一つになって
おり，2008年（平成20年）度より開始された特
定健康診査，特定保健指導では，栄養学のエビ
デンスに基づき，メタボリック症候群に対する
事後指導がなされている8）-13）。その際，カロ
リーの摂取と消費のアンバランスを解消するべ
く，食事指導，運動指導など対症的な指導が主
体となっている。
　一方，肥満を社会経済状態の面から検討する
報告が相次いでいる14）-16）。Sabanayagamらは，
40歳から81歳の中国系シンガポール住民942名
を調査し，女性が過体重もしくは肥満になる要
因には，学歴，収入，および住環境があり，具
体的には，高学歴に対して低学歴群では過体重
になるオッズ比は2.5であり，月収1,000シンガ
ポールドル以上に対してそれ以下の収入では肥
満者割合が高くなることを報告している15）。
　また，社会経済格差に焦点を当てた研究を振
り返ると，地域の健康度，平均寿命との関連に
ついての研究にさかのぼる。死亡率に関しては，
Wilkinsonらの一連の研究から，所得よりも所
得格差を重要な因子とする説が有力となってい
る16）。すなわち，地域の所得平均が高くても，
格差が大きい場合には死亡率の増加などの健康
脅威が高くなるということになる。さらに近年
では肥満研究のなかでも経済格差との関連が注
目されており，2005年以降，Pickett，Wilkinson
らのグループによる研究では，先進50カ国の
データを解析した結果，男女とも収入格差と肥
満者割合の間に有意な関連を認めた17）。Novak
らは，スウェーデンの男女14年の追跡調査によ
り，男女とも学歴が肥満を規定する最も重要な
要因になっていると述べている18）。またKahn
らは，地域の収入格差と腹部の肥満に関する調
査を行い，男性では有意な関連を認めたものの
女性では有意な結果はみられなかったという19）。
本研究では，ジニ係数と肥満との関連について
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Ⅴ　結　　　語

　都道府県別の資料を解析した結果，成人男女
の肥満者割合を規定する要因については，男性
では完全失業率と保有自家用車数であり，女性
では大学等進学率とジニ係数，保有自家用車数
が有意な関連を持っていた。これらの結果，わ
が国の肥満の背景には，就労，学歴，所得格差
などの社会経済要因が存在することを示唆して
いる。このように，社会格差がわが国の肥満を
中心とする健康問題の基盤となっている可能性
もあり，さらに今後の動向にも注視する必要が
あるであろう。肥満対策においても，ハイリス
クアプローチのみならず社会医学的見地からの
検討が必要と思われた。
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